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自然界では 94種類の元素が確認されており、それらを組み合わせると膨大な化合物（結晶、分

子）が存在しうる。しかしながら、半導体として実際に利用されている元素および組み合わせは

その中のほんの一部に限られており、その中に図に示すように Siを筆頭とした共通として 4面体

構造を有する派生化合物群がある。IV 族半導体、III-V 族半導体、II-VI 族半導体、I-III-V2族半導

体、そして I2-II-IV-VI4族半導体と連なる派生化合物群であり、それらの多くは太陽電池としても

利用されているという特長がある。 

本研究では、4 面体構造を有する半導体として、特に太陽電池応用上の特長および共通項、さ

らには相違について明らかにし、膨大な可能性が広がる多元系半導体について展望と可能性につ

いて検討を行う。特に、4 元系化合物半導体の CZTS を中心とした太陽電池材料としてのポテン

シャルについて明らかにする。また太陽電池の性能を律速している原因やそれを乗り越える方策

について議論する。さらに、II-VI族半導体と I-III-VI2族半導体を大きく隔てる不定比性や、CIGS

と CZTS の比較について議論を行う。 

 

group I II III IV V VI

IV IV Si, SiC

III V III-V GaAs, GaN

II VI II-VI CdTe, ZnO, ZnSe

I III VI I-III-VI2 CuInSe2 (CIS)

I II IV VI I2-II-IV-VI4 Cu2ZnSnSe4(CZTS)
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Derivative compounds with tetrahedral coordination.
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図、Siから派生した 4面体構造を有する化合物 
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